
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

皆 様 から の 寄付 が 地域 の  

課題解決に生かされています！ 
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よこすか元気ファン 

ドの仕組み、寄付の方 

法、寄付対象となる団 

体についてご紹介し 

ます。 

１ よこすか元気ファンドの概要 

（制度の概要・寄付の方法・寄付対象団体 など） 
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（１）制度の概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よこすか元気ファンドとは？ 

よこすか元気ファンドは、皆さまからの寄付金を活用して、市民

公益活動団体が活動しやすいよう 

に支援するための基金です。 

市民公益活動団体が 

行う公益的な活動に 

は、地域における課 

題解決など、社会的 

なニーズにきめ細か 

く対応できるものとし 

て、大きな期待が寄せら 

れています。 

◆こんなことに使っています！ 

いただいた寄付金は、次のような方法で使っています。今後も、

公益的な活動を支援するために様々な形で活用していきます。 

 
 

ƪ ὑ ᵣѫ Ҳ ˲ Ҟ  

事前に登録いただいた NPO法人を対象に補助金を交付してい 

ます。 

29 年度の

実績 

18 団体に 2,340,000 円を交付しました。（対

象団体・事業内容は９頁以降に掲載してい

ます） 

 

ƪ⁸ Џ Ҳᶧ̱ᾍ ǵ ̝ 

 市民公益活動団体が、自立的・安定的に運営できるようになる 

ことを目的に、活動の共感者・賛同者を増やすためのノウハウを

習得する講習会を行っています。 

29 年度の

実績 

「団体を“見える化”する！市民活動のた

めの“伝わる申請書・報告書”の書き方講

座」を開催しました。 

参加者数：16 名（14団体） 
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ƪȏǚǠǒϷ ɓȟɱɇɏɋɩ᾽ 

大規模商業施設等で、この制度と、この制度により支援を受け

た団体について広く知っていただくためのパネル展を開催してい

ます。 

29 年度の

実績 

ショッパーズプラザ横須賀、市役所展示コ

ーナー、市民活動サポートセンターで、そ

れぞれ１～２週間ずつ活動展示を実施しま

した。 

 

ƪ⁸ Џ ҲɛȢɱɆѰ↓ 

公益的な活動の参加者に、活動主催団体を通じて、市の施設や 

一部商業施設などで使えるポイント券をお配りしています。 

29 年度の

実績 

・平成 29 年４月～平成 30 年３月の１年間

で、54 団体が主催する活動に参加した方

に35,618ポイント分のポイント券が配ら

れました。 

・配られたポイントは、市内公共施設や一

部商業施設で利用したり、市民活動団体

へ寄付したりできます。 

（１ポイント 50円相当） 

・平成 29 年度は 32,000 余りのポイントが

利用・寄付され、その財源として、よこ

すか元気ファンドが活用されました。 
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◆多くの方からご支援をいただいています！ 

平成 29 年度も、多くの方々からご寄付いただきました。ありが

とうございました。 

平成 29 年度寄付実績 延べ 88 件 総額 3,884,756 円 
 

 

Ὣ̂  ˺
 

 

アサヒ飲料 株式会社 様 

アサヒ飲料販売 株式会社 様 

株式会社 アペックス 様 

株式会社 伊藤園 様 

ＦＶイーストジャパン 株式会社 様 

神奈川中央ヤクルト販売 株式会社 様 

キリンビバレッジバリューベンダー株式会社 様 

コカ・コーライーストジャパン 株式会社 様 

サントリービバレッジソリューション 株式会社 様 

株式会社 ジャパンビバレッジホールディングス 様 

西武商事 株式会社 様 

ダイドードリンコ 株式会社 様 

東京キリンビバレッジサービス 株式会社 様 

株式会社 西村企業 様 

株式会社 八洋 様 

株式会社 パブリック・ベンディング・サービス 様 

株式会社 ポプラ 様 

ヤチヨユニバーサルサービス 株式会社 様 

株式会社 ユカ 様 

公益財団法人 横須賀芸術文化財団 様 

  株式会社 ヨコソー 様 

 

 

このほか、多くの個人の方々からご寄付をいただきました。 

（平成 29 年度 事業者のみ・50 音順） 
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◆誰でも気軽に寄付できます！ 

寄付を通じて、誰でも気軽に社会貢献ができます。様々な寄付の

方法をご用意して皆様のご支援をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                 

① 自動販売機での寄付 

市の施設などに設置されている「社会貢献型自動販売機」で飲 

み物を購入すると、売上の一部が、よこすか元気ファンドに寄 

付されます。 

※この他、市役所本庁舎内コンビ

ニエンスストアや、その他一部

事業者からも、売上の一部を寄

付いただいています。 

② 窓口での寄付 

市役所市民生活課（本庁舎２号館２階）で、よこすか元気ファ 

ンドへの寄付ができます。以下のように寄付の方法を選ぶこと 

ができます。 

ƪ ᶧ̱ǵʴǵƲƦƦᶧ̱ș ǞǦǋ  

特定の団体を指定する『団体希望寄付』 

ƪ ᶧ̱ǵʴǵƲƦƦѝ Ǯ ҲǠȒᶧ̱ș ǞǦǋ  

特定の活動分野を指定する『分野希望寄付』 

ƪ ὑǵᶧ̱ɵѝ ǮǶǱǖƲ ș₦ⅎǖ ǞǦǋ  

ＮＰＯ全般で活用される『一般寄付』 

 

 

 

 

③ 「横須賀応援ふるさと納税」として寄付 

ふるさと納税時に使途を「NPOの支援」（よこすか元気ファン 

ド）と指定できます。ふるさと納税は、ホームページ上で寄付 

できます。詳しくはふるさと納税ホームページをご覧ください。 
 

 

 
 

 

横須賀応援ふるさと納税 検索 

このステッカーのある 

自販機で寄付できます 
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（２）よこすか元気ファンド登録団体 

よこすか元気ファンドに登録している特定非営利活動法人（NPO 法人）一覧 

（平成 30年５月現在） 

№ 団 体 名 称 活動分野 

1 よこはま言友会 ①,② 

2 産業クラスター研究会 ③,⑪,⑭,⑯,⑲ 

3 JAPAN FOOT HEALTH ①,⑥,⑧,⑰ 

４ 横須賀精神保健ふれあいグループうらら ①,⑰ 

５ 国際文化交流会猿島 ⑪,⑬ 

６ 横須賀国際交流協会 ⑪,⑲ 

７ 日本ガーディアンエンジェルス ③,⑨,⑪,⑬ 

８ 横須賀健康クラブ ①,⑥ 

９ 心理ケア技能師会 ① 

10 アンガージュマン・よこすか ②,⑬,⑲ 

11 YMCAコミュニティサポート ③,⑲ 

12 ブルーオーシャングループ ⑬ 

13 童謡、唱歌、世界民謡などを歌う・さくらの会 ①,⑥,⑩ 

14 WE２１ジャパンよこすか ⑦,⑩,⑪,⑲ 

15 元気ハツラツ明るいまちづくり ③,⑲ 

16 よこすかパートナーシップサポーターズ ⑲ 

17 かながわ健康づくり歯科ネットワーク ①,②,⑰,⑲ 

18 アクションおっぱま ③ 

19 横須賀の福祉を推める会 ① 

20 湘南国際 ①,②,⑩,⑬ 

21 横須賀ヨット協会 ②,③,⑥,⑦,⑬ 

22 ふぉーらむ ①,③,⑬,⑰ 

23 あんしん農園 ① 

24 横須賀港湾防災支援会 ③,⑦,⑧ 

25 エンカレッジ学園 ①,⑬ 

26 横須賀木この里 ① 

27 えがお ①,⑩ 

28 とらべる ③,⑬,⑲ 

29 ぽっかぽか荘 ⑬ 

30 三浦半島高齢者福祉事業所 ① 

31 自立障害者支援協会 ①,⑰ 

32 スペース・ほっと ①,⑰ 
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№ 団 体 名 称 活動分野 

33 エコ・ケアネットワーク ⑦ 

34 ねむのき ① 

35 キッズルームさくらんぼぅ ⑬ 

36 ビーイング久里浜 ①,② 

37 ＴＡＤＯなかよしサッカークラブ ②,⑥,⑬ 

38 世界ベースボール普及協会 ⑥,⑪ 

39 水上安全法普及会 ②,⑨ 

40 クリーンピックプロジェクト ⑦,②,③,⑬ 

41 日本セイルトレーニングスクール ②,⑬ 

42 ＴＭＭ ①,⑬ 

43 まちづくり編集会議 ③,⑦,⑯ 

44 横須賀動物愛護協会 ② 

45 マリンサポート ②,⑥,⑦,⑨,⑪,⑬ 

46 卯清 ①,②,③,⑯,⑰,⑲ 

47 横須賀中央リトル野球協会 ⑥,⑬,⑲ 

48 こどもの夢サポートセンター ①,⑬ 

49 よこすか学童保育の会 ⑫,⑬,⑲ 

50 津久井浜マリンスポーツ連盟 ②,③,④,⑤,⑥,⑦,⑨,⑬ 

51 あすか安心センター ①,⑨,⑰,⑱,⑲ 

※上記団体の詳しい情報は市ホームページでご覧いただけます。 

 

 

「活 動 分 野」 欄 の 凡 例 

① 保健・福祉・医療 ② 社会教育 

③ まちづくり ④ 観光 

⑤ 農山漁村・中山間地域 ⑥ 学術・文化・芸術・スポーツ 

⑦ 環境保全 ⑧ 災害救援 

⑨ 地域安全 ⑩ 人権・平和 

⑪ 国際協力 ⑫ 男女共同参画 

⑬ 子供の健全育成 ⑭ 情報化社会 

⑮ 科学技術 ⑯ 経済活動 

⑰ 職能開発・雇用拡充 ⑱ 消費者保護 

⑲ NPO 支援 ⑳ 都道府県、指定都市の条例で定める活動 
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皆様からいただい 

た寄付金がどんな事

業に役立ったか、ご

紹介します！ 

２ 平成29年度 特定非営利活動法人補助金交付事業 

（実施団体・事業概要） 
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（１）アクションおっぱま 

 

 

 

 

団体の名称 アクションおっぱま 

所 在 地 横須賀市追浜町２- 13 

連  絡  先 TEL/FAX：046- 788- 2790 

ホームページ http ：//www.action - oppama.org/ 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

私たちの団体は、追浜地区を中心に活動するまちづくり団体です。「誰もが地域

に住み続けるために」「地域資源の保存・活用」「商店街の活性化」「まちづくりの

人材育成」が主な活動範囲です。具体的には、東京湾第三海堡遺構など歴史遺産の

案内や関東学院大と連携した空き家の活用、空き店舗を地域の拠点とした「こみゅ

に亭カフェ」の運営等を行っています。地域のみなさまに親しまれている「おっぱ

まワイン寄席」は 13 回を数えています。こうした活動を通して地域の課題解決を

目指していますが、一方ではあらたな追浜の魅力を再発見し、将来のまちづくりに

つなげることを目標にしています。ぜひご一緒に活動しませんか。 

 

 

 

 

事業の名称 おっぱまふるさと発見写真展の開催（企画検討会議含む） 

交付決定額 106,000 円（希望寄付分：6,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

追浜の現在と過去を知る写真展の開催 

日 時：2018年３月 16日（金）～18 日（日）     

（各日とも 10:00〜16:00） 

場 所：追浜コミュニティセンター南館 

参加者：574人 

（16日：130人、17日：260人、18日 184人） 

写真展開催のため、約 200枚の写真を集めました。

追浜地域の多くの方から、貴重な写真を数多くお借

りすることができました。３日間で 574 人の方に見ていただくことができました。

会場でのアンケートでは自由記入欄に「貴重な写真を見られてよかった」「追浜の

歴史を知ることができた」「昔と今の比較がわかりやすくよかった」「次回の開催も

期待します」などの記入が多数あり、高評価でした。アンケートによれば、男女は

ほぼ半々、３分の２が追浜地区内で、年齢は 70 代が最多、ほとんどが 50代以上で

した。若い人の参加が少なかったのが残念でしたが、次に開催する機会があれば、

その点についての改善を図りたいと思います。 
 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（２）アンガージュマン・よこすか 

 

 

 

 

団体の名称 アンガ―ジュマン・よこすか 

所 在 地 横須賀市上町２- ４ 

連  絡  先 TEL：046- 801- 7881 

ホームページ http://npoey.com/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

学校に行っていない子どもとその家族を支援するさまざまな活動を中心に学校

外での学習及び交流を求める若者の成長と自立をうながし、子ども・若者とその家

族、市民が共に自分らしく生きていける環境を模索し、この実現に寄与します。 

○フリースペース( 平日 10:00～16:00)  

・安心して自由に過ごせる居場所です。ギターやプログラミングの講座も行って

います。 

○学習サポート( 90 分/ 回)  

・生徒と講師による１対１の個別授業を行っています。 

○相談（50分/ 回） 

・不登校、ひきこもり、教育・子育ての悩みや不安について、またフリースペー 

ス・学習サポート・就労支援の利用の進め方について相談を行っています。 

○就労支援( 平日 10:00～18:00)  

・ひきこもり経験者を対象に座学と書店業務を中心に実習を同時に進めながら、 

就労に向けての気持ち・体力・スキルを高めるプログラムを行っています。 

 

 

 

 

事業の名称 管理費 

交付決定額 506,000 円（希望寄付分：506,000 円、一般寄付分： ― 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

当補助金を職員の給与の一部に充当しました。このことにより、職員の労働環境

が改善し、当法人の本来の目的である子ども・若者支援の活動に資することに繋が

りました。 

 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（３）ＷＥ２１ジャパンよこすか 

 

 

 

 

団体の名称 WE21ジャパンよこすか 

所 在 地 横須賀市根岸町３- 15- 12 長谷川ビル 102 

連  絡  先 TEL：046- 837- 1788 

ホームページ http://we 21yokosuka.blog.fc2.com/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

非営利のリユース・リサイクルショップ（WEショップ）を２店舗運営しています。市民

から寄付していただいた衣類・雑貨を販売し、収益を主にアジアの女性の自立支援・戦禍

に傷ついた子どもたちの医療支援・東日本復興支援に活かしています。国と国ではなく、

人と人との顔の見える支援を行い、平和な社会を築くことを目指しています。又、市民と

ともに環境・人権・貧困の問題を考える場もつくっています。「できることから始めよう」

を合言葉に、元気あふれるボランティアさん達と日々活動しています。ぜひ WEショップ

にいらしてください。寄付品やボランティアも随時募集しています。 

 

 

 

 

事業の名称 

東日本震災復興活動を知り、行動する市民をふやす事業 

「ハミガキするように社会のことを考えよう」 

おしどりマコケントークライブ 

交付決定額 65,000 円（希望寄付分： ― 円、一般寄付分：65,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

WE講座「ハミガキするように社会のことを考えよう」～おしどりマコケントークライブ～ 

産業交流プラザの第１研修室はキャパシティ 96 名の定員が可能な会議室にそこに 79 名の

来場者がありました。予定時間を少々オーバーしたが、おしどりマコ・ケンさんお二人の息

をもつかせぬ超絶話術と掛け合いであっという間に時間が過ぎました。 

事故から６年が経過し、東電の広報担当者も取材を続けるメディア担当者も人の入れ替わ

りが激しいなか、手抜きと思える事故後の作業報告や責任をたらいまわしにする東電の対応

だけは変わりません。悲しいことです。そんな中でマコ・ケンさんだけは変わらず取材を続

け、テレビや新聞が取り上げない事実を発信し、訴え続けてくれています。この講演後には

すぐ福島の弁護団との打ち合わせが入っているといいます。吉本芸人でありながら、フクシ

マ原発事故の問題をプライベートで追い続ける熱意は我々の心にズン！と響くものでした。 

政治に関心をもつことが日常になっているドイツの学生達の話も聞き、私たちも社会の問

題に常にアンテナをはり、声をあげていかなければと思いました。講演会終了後、アンケー

トを実施しました。今回の感想及び、当法人への要望は、大きな激励となり今後の活動に大

きな参考になりました。その一部を記載します。又、会員も１名増えました。 

「WE21のこと、リサイクルショップとしてしか知りませんでした。今回マコ・ケンさんを

呼んでくれるだけの、すばらしい NPOと知ることができてよかったです」 

「福島のことから、政治を注視することをつなげてくれたこのコンセプトはベストチョイ

スでした」 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（４）エコ・ケアネットワーク 

 

 

 

団体の名称 エコ・ケアネットワーク 

所 在 地 横須賀市太田和２‐９ 

連  絡  先 TEL：090- 1810- 3705 

ホームページ ― 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

私達の団体は地球温暖化の原因と言われている二酸化炭素（CO2）削減のため身近

な活動として食用廃油を回収し、それを精製して造ったエコ燃料の普及を図る活動

を行っています。 

食用廃油（植物油）の排出、エコ燃料の利用に関心のある方はご一報いただけれ

ば幸いです。 

また会員募集中です。ご連絡お待ちしております。 

 

 

 

事業の名称 食用廃油を回収しエコ燃料等の普及を図る事業(CO2 削減効果)  

交付決定額 301, 000円（希望寄付分：201,000円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

商業施設、学校、介護施設、一般家庭などから排出される植物性廃油を有価物と

して回収します。 

本来廃棄処分される食用油を、不純物を除去した後、エコ燃料装置にて化学反応

を利用して軽油の代替燃料となるバイオディーゼルフューエル（BDF）を製造しま

す。 

CO2 削減と環境保全に効果が期待されるディーゼル機関の燃料油として販売と普

及の事業を展開しています。 

今年度は事業所を長坂から太田和に移転。移転に際し補助金より事務所、設備機

器などの購入費用の一部として希望寄付分、製造経費の一部を一般寄付分からの支

出により操業の再スタートができました。 

活動成果として 11,616 ㎏－CO2 の削減を果たしました。 

今後とも、環境保全の活動を継続していきます。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（５）キッズルームさくらんぼぅ 

 

 

 

 

団体の名称 キッズルーム さくらんぼぅ 

所 在 地 横須賀市若松町３- ４ ファーストビル３階 

連  絡  先 TEL：046- 821- 3196 

ホームページ http://sakurannbo.jewel - estate.jp  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

子どもを育てる環境が、保護者にとって今ほど厳しく、孤独な時代はないと思い

ます。子育ては素晴らしいことなのに、辛く感じてしまうお母さん、お父さんたち

に、お手伝いの手を差し伸べていきたいと運営された託児所です。認可保育所の時

間外で預かってもらえない子供たち、保護者の方の少しの心のゆとりを取り戻すた

めの時間のお手伝いをしていきたいと思っています。「キッズルームさくらんぼぅ」

のスタッフに相談してみてください。ひとりで悩まないでください。 

 

 

 

 

事業の名称 管理費 

交付決定額 316,000 円（希望寄付分：316,000 円、一般寄付分： ― 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

29年度は、保育の質を向上することに重点をおきました。 

時間外、夜間保育として不定期に通う子供を受け入れるため、たとえ短期間、短

時間の子供を預かることでも、保護者との連絡を密に取り、保護者が安心して預け

ることのできる施設を目指しました。ルールを明確に文書化することにより、「キ

ッズルームさくらんぼぅ」の掲げる理念を保護者と職員が改めて共有することで信

頼関係を構築することに努めました。 

感染症防止のための勉強、通達を徹底し、当事業所で感染するようなことがない

ように、職員の意識を高く保ち、衛生、消毒を怠らないようにしました。 

 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（６）元気ハツラツ明るいまちづくり 

 

 

 

 

団体の名称 元気ハツラツ明るいまちづくり 

所 在 地 横須賀市汐入町３- 27 

連  絡  先 TEL：046- 822- 4462 

ホームページ http: //gennkihatsuratsu/blog  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

団体名の通り、「街に賑わいを！」“みんなが元気に！” 

私たちのパフォーマンスを通して、観ていただく方もそしてパフォーマンスの演

技をする方も共に元気で健康にあって欲しいと願って結成いたしました。 

現在、ジャンルの違う団体８団体が加盟して活動を致しております。歌、演奏、

ダンス、（ベリー・ソーラン・民謡民舞・日舞）と多種多芸です。そんな折、大震

災が発生いたしました。私たちのパフォーマンスで被災地を元気に、そして横須賀

の街が明るくなって頂けたら本望です。 

今年の計画は、2018年６月 1６日～17 日 ９月 22 日～23 日 2019年３月 16 日

～17 日（予定・パフォーマンスは日曜のみ）、場所は横須賀中央駅前です。一緒に

楽しんで頂けたらとっても嬉しいです。 

 

 

 

 

事業の名称 
東日本大震災 友好都市会津若松市復興支援  

『横須賀は忘れない！』元気ハツラツフェスタ 

交付決定額 26,000 円（希望寄付分：6,000 円、一般寄付分：20,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 

未曽有の災害と云われた大震災から７

年の歳月が経過した。帰還困難地域は減少

したものの、未だ震災前の日常生活は取り

戻せていません。それどころか、刻の経過

とともに人々の記憶から薄れ風化の一途

をたどっています。 

これまで富岡町への義援金は 2,661,206

円です（30 年３月現在）。福島の物産ブー

スと皆様の温かい志に感謝いたします。元

気ファンドの助成のお蔭で事業が取り組

めております。有難う御座います。 

2017 年度 

助成金の使途  

２６,０００  

県土木申請料 

９,１００  

通信費  

８,８００  

印刷費  

３,７００  

道路使用許 

可 申請料 

４,４００  
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（７）国際文化交流会猿島 

 

 

 

 

団体の名称 国際文化交流会猿島 

所 在 地 横須賀市公郷町６- 20- 234 

連  絡  先 同上 

ホームページ http://sarushima.iinaa.net/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

社会の底辺に生きる市民の青少年育成及び地域振興の活動をしています。宜しく

ご理解、ご支援、ご指導をお願い致します。 

 

第１．青少年健全育成事業としては国際交流水風船競技大会、水風船競技の出前、

アートバルーン教室の出前事業等を行っています。無料塾は資金不足で休

止中です。 

 

第２．身体障碍者の社会参加・就業体験、通学路の整備監視、街角花壇管理運営、

高齢者の支援等を行っています。 

 

 

 

 

事業の名称 
青少年の健全育成及び地域振興の事業 

（第 16 回国際交流水風船競技大会等） 

交付決定額 96, 000円（希望寄付分：6, 000円、一般寄付分：90,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

横須賀市、近県の方々等 400 名以上が参加して第 16 回国際交流水風船競技大会

を楽しみ、横須賀市で夏の思い出を作って頂きました。今年までに、横須賀市長賞

は米国シアトル、サンディエゴ、インドネシア等に渡りましたが今回はアメリカ人

チーム等の国外チームの優勝はありませんでした。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（８）産業クラスター研究会 

 

 

 

団体の名称 産業クラスター研究会 

所 在 地 横須賀市光の丘８- ３ YRPベンチャー棟 209号 

連  絡  先 TEL/FAX：046- 847- 6355 

ホームページ http//www.cl uster  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

当会は地域のサラリーマン OBと中小企業・小規模企業の方々が中心となって、

行政や企業の協力を得ながら地域経済の活性化を目指して活動している NPO法人で

す。また、全国的にもまだ数少ない認定 NPO法人を更新取得して地域の活性化に協

力しています。 

三浦半島地域や横浜南部地域に興味のあるシニアの方は当会の活動に参加して、

まだまだ活躍できることを実感して頂き、地域の発展と活性化を支援する事業の推

進にご協力をお願いします。 

 

 

 

 

事業の名称 
「よこすか産業まつり」出展参加事業 

「新しい公共」に向けての広報活動と会報誌発行事業 

交付決定額 118,000 円（希望寄付分：18,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

「よこすか産業まつり」出展参加事業 
 毎年 11 月に行われる「よこすか産業まつり」に出展を続けていますが、スペー
スの関係で一般市民の方々が狭苦しく感じるのか、関心をもって立ち寄ってくれる
方が少なかったです。しかし、今回補助金の投入によりこれまでの倍のスペースを
確保し余裕のある展示となり、当会の活動に興味をもって立ち寄ってくれる方が増
えて、会員の対応が活性化して楽しい話題が出るようになりました。 
 
「新しい公共」に向けての広報活動と会報誌発行事業 
 継続して採択を頂いたためホームページと会報誌発行に補助金が投入され、事業
が安定した形で進められて、地域の情報を数多く取り上げることが出来て、一般市
民の方々にも当会の活動内容を知っていただくことが出来てきました。 

ホームページにおいても毎月２～3,000 件アクセスがある状況になって多くの方
に見て頂いている実感を得ました。 

また、会報誌においても工業会などの今まで対応していなかったところから配布
要望があり、最近では 1,000 部発行でも不足する状況で会報誌を通して当会の活動
状況を多くの方々に理解して頂いて広報の一環としての役割を果たしているもの
と思います。 

外にも夏の市民活動 2017 や中小企業・小規模企業活性化推進セミナーなどの一
般市民の方にもわかる催しをして広報活動に努めています。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（９）湘南国際 

 

 

 

 

団体の名称 湘南国際 

所 在 地 横須賀市汐入町２- 46- １ 

連  絡  先 TEL：046- 827- 1941 

ホームページ http://www.shonankokusai.jp/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

 私たちの団体は、不登校・ひきこもり・発達障がい等の子ども達を社会に復帰さ

せるため下記の活動を行っています。 

 

① 不登校・ひきこもり・発達障がい等の子ども達・保護者に対して、個人個人

にあった学習の方法と支援を行います。 

② 相談による家庭支援を行います。 

③ 講演会を開催して一般市民の方に不登校・ひきこもり・発達障がい等につい

て理解を深めます。 

 

これらの活動に関心を持っていただけると幸いです。 

 

 

 

 

事業の名称 
講演会の開催 

（不登校・ひきこもり・発達障害の子ども達を社会に復帰させる事業） 

交付決定額 106,000 円（希望寄付分：6,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

 「認知発達に合わせた合理的配慮～できることからはじめる支援のしかた～」と

題し、講演会を開催しました。参加者数は 28 名。 

 

 日本では当たり前のように学年ごとに同じ教育が行われている。しかし、そうで

はなく、その子に合った教育をすることが必要で、大切だという内容でした。また、

多くの実例を交えての講演会でしたので、誰にでも分かりやすい内容でした。 

 

 当日の参加者は保護者・学校関係者・発達障がいの当事者等でした。参加された

方のアンケートにも「とても楽しく、聞きやすかったです。」・「わかりやすいお話

で、ためになりました。」・「今後の支援に役立つと思います。」等の多くのご意見を

いただき、講演会実施の効果を感じることができました。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（10）水上安全法普及会 

 

 

 

団体の名称 水上安全法普及会 

所 在 地 横須賀市大津町１- ９- 16 

連  絡  先 TEL：046- 895- 2909 

ホームページ https://suian.or.jp/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

私どもは、家庭( 風呂や浴室) 等の身近な場所からプールや海等の環境で起きる水 

の事故から命を守る方法を普及する活動を行っています。 

この普及のために、一般の市民の方が参加できる講習会や、学校等での生徒・学 

生の方を対象とする研修等を企画・開催しています。また、地域特性に基づいた、 

津波災害等への備えや対処に関する調査・研究を進めています。 

皆さんの住む地域や家庭において、ご自身の身を守りつつ、周りの人を助けるこ 

とができるよう、是非、家庭内から活動場所における、様々な水が関わる事故と災 

害に対する知識と技術を、身に付けて頂きたいと願っています。 

 

 

 

 

事業の名称 
管理費 

事故の予防と対処の方法の普及啓発に関する広報事業 

交付決定額 102,000 円（希望寄付分：2,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

水の関わる事故や活動中の事故等から、人命を守るための知識と技術の普及啓発 

事業に関し、市内における更なる普及啓発を進めることを目的として、市内の教育

機関、各種団体、一般市民の方々へ、事故防止リーフレットや事業案内の送付、市

内施設へのポスター掲示を行わせて頂きました。 

事業の成果として、継続事業に加え、新規事業の円滑な実施ができ、新たな市民 

層の普及啓発を進めることができました。参加者からは「大変参考になりました。 

もっと回数が増やせればと思います」、「各地でもあった方が良いと思います」等と

の事業拡大の要望を、また、送付先からは「先ず予防！本当に起こったらあわてて

しまうが、知らないより知っていた方がいい」等の評価を頂くことができました。 

市内への、より一層の事故防止と人命を守るための知識と技術の普及啓発のた

め、活動の周知と支援者や寄付者の拡大による団体の自立度の向上のため、継続し 

て実施してまいりたいと考えております。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（11）ＴＡＤＯなかよしサッカークラブ 

 

 

 

 

団体の名称 ＴＡＤＯなかよしサッカークラブ 

所 在 地 横須賀市平成町２- ９- ２ かがやきの街 1113 

連  絡  先 TEL：090- 1049- 6747 

ホームページ http://tado - nsc.main.jp/TADO- NSC/ 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

日本サッカー協会の指針に基づき常にグラスルーツの拡大に積極的に関わって

います。 

年間を通して市内外のチームとの交流を続けています。また遠征試合にも静岡

県、栃木県等に出向いています。 

ＴＡＤＯカップはその一環として全学年で開催し市内外のチームとの交流を行

っています。 

また指導者、審判員の育成と向上にも勉強会等開催してレベルの向上に努めてい

ます。 

非営利団体の清掃活動、熱中症講演会にも参加、運営に関わって居ます。 

 

 

 

 

事業の名称 
ＴＡＤＯなかよし杯大会運営費 

サッカー・フットサル等を中心としたスポーツの普及に関する事業 

交付決定額 141,000 円（希望寄付分：41,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

NPO法人であることを自覚して、チーム活動の運営に力を入れました。 

・ 地域の指導者を対象にしての熱中症対策講習会の開催を有識者に依頼して開

催しました。 

・ 横三地域の少女選手を招集して女子サッカー普及活動を実施しました。 

・ 幼稚園から６年生までのカテゴリー毎のカップ戦を県内外のチームを招待し

て開催しました。 

・ 横須賀サッカー協会主催の大会、イベント等にも積極的に参加しました。 

・ ライオンズクラブ主催の行事にもスタッフとして参加しました（ライオンズク

ラブ清掃活動等）。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（12）童謡、唱歌、世界民謡などを歌う・さくらの会 

 

 

 

 

団体の名称 童謡、唱歌、世界民謡などを歌う・さくらの会 

所 在 地 横須賀市久里浜台２- 21- 15 瀬川方 

連  絡  先 TEL：046- 841- 6770 

ホームページ 
http://yokosukasakura.jimdo.com  

（「横須賀さくらの会」でも検索できます） 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

・私たちは、“下手でいい 下手がいい！”を合言葉に、参加者全員で歌う会です。 

・月１回、例会を開催します。午前の部（10 時～）と午後の部（１時半～）の２部

制です。会費 月 300円、入会金 50円。歌集は例会毎に作成してお渡しします。 

開催場所は、横須賀市文化会館 大ホールです。 

・会員数 3,000 名。平成 29 年度の一例会当り平均参加者数は 1,610 名でした。 

・歌の指導・ピアノ伴奏は、男女各２名の先生が行いますが、それぞれが現役バリ

バリのプロの先生でして、先生方がともかく素晴らしく、会の自慢であり誇りで

す。 

・誰でもいつでも参加できます。事前の参加申込みの必要はありません。 

 

 

 

 

事業の名称 「新春 コンサート」開催 

交付決定額 35,000 円（希望寄付分：35,000 円、一般寄付分： ― 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

平成 30 年１月 18日、トランペ

ットやスーザーホーン、ボーカル

等６人組の『ディキシー・ウィン

ド』をお招きして、「ＮＰＯ法人 

童謡、唱歌、世界民謡などを歌

う・さくらの会」の 190回 歌う

会例会に併せ、横須賀市文化会館

にて開催いたしました。演奏曲目

は、「聖者の行進」など 11 曲を、

午前・午後の部の２ステージ、各 55分を演奏いただきました。 

日頃なまの音楽に接することの少ない高齢者にとって、沢山の感動と幸せをいた

だきました。参加者数は 1, 755名（午前の部：945名、午後の部：810名）となり、

毎日の生活への大きな喜びと励ましになったことと存じます。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（13）ビーイング久里浜 

 

 

 

 

団体の名称 ビーイング久里浜 

所 在 地 横須賀市久里浜台２- 17- ５ 

連  絡  先 TEL：046- 843- 0062 

ホームページ ― 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

 一人暮らしなどの高齢者宅を訪問し、お話をお聴しながら、お気持ちに寄り添う

活動です。お話する事で、気持ちが整理され、こころが休まると言います。 

 月１回一時間程度の訪問ですが、一年間は同じ担当者がお伺いしますので、お互

いに信頼関係ができ、安心してお話ができます。訪問するボランティアは傾聴に関

する一定の研修を受けています。守秘義務は厳守され、お話が外部に漏れる事はあ

りません。政治、宗教などの勧誘は行いません。費用はかかりません。地域包括支

援センター及び居宅介護支援事業所ともタイアップしておりますので、安心です。

ただし、身体介助や買い物など、傾聴以外の活動は行いません。ボランティア養成

講座も随時実施しています。 

 横須賀市市民公益活動ポイント制度に登録されています。 

 

 

 

 

事業の名称 在宅傾聴ボランティア事業 

交付決定額 60,000 円（希望寄付分： ― 円、一般寄付分：60,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等からのご紹介で、個人宅を訪問

し、高齢者のお話お聴きする活動を始め、９年が経過しました。29 年度は、64 名

の利用者があり、累計では 138名となりました。５年、６年と利用いただいておら

れる方も居ます。 

ご紹介いただいた事業所などからアンケートで利用者のご意見を伺いました。 

・月１回の訪問 楽しみにしています。 

・聴いてもらう事で意欲の向上に繋がっています。 

・単調だった生活に潤いができました。 

・話がゆっくりできるので嬉しいです。 

・来てくれる事で元気になります。 

紹介者からは、活動の継続と同時に、活動者の増強を求められていましたので、

平成 29 年度はボランティア養成講座を行い、活動者の増強をはかり、３月末時点

で、34名の活動者で 42 名の利用者様を訪問しています。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 



23 

 

（14）ブルーオーシャングループ 

 

 

 

団体の名称 ブルーオーシャングループ 

所 在 地 横須賀市三春町１- 30 

連  絡  先 同上 

ホームページ ― 

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

ブルーオーシャングループは平成 19 年に設立、神奈川県不登校復帰事業（きん

たろーキャンプ）や横須賀市教育委員会、市内相談教室と連携をとり、不登校児童

生徒や保護者と芸術活動（とんぼ玉製作体験教室）やヨット教室を開催して復帰支

援に取り組んでいます。 

創作作品は横須賀市手工芸展や衣笠コミセン文化祭に作品を展示して市民の皆

様に広報活動と PRをしております。 

 

 

 

 

事業の名称 県内相談教室・不登校支援事業及び指導者養成事業 

交付決定額 15,000 円（希望寄付分：15,000 円、一般寄付分： ― 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

 

横須賀市小、中学校では約 500名の不登校

児童生徒を抱え大きな問題となっていま

す。少しでも通学学校への復帰に繋がるき

っかけを見つける手助けが、この不登校児

童生徒復帰事業です。特に「とんぼ玉製作

体験教室」で、児童生徒に作品の製作完成

の達成感や共同作業での協調性が養われる

ことが大切と考えられます。 

また、支援をしていただく指導者の養成    

にも補助金が有効利用されています。 

横須賀市内の相談教室にもご協力してい 

ただき少しでも復帰に繋がることが大切と

考えます。 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 

＜作品例＞ 
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（15）横須賀の福祉を推める会 

 

 

 

団体の名称 横須賀の福祉を推める会 

所 在 地 横須賀市日の出町１- ８- ７ プラーズ日の出町 101 

連  絡  先 TEL:046- 822- 2037 

ホームページ http ：//susumerukai.main.jp/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

主に知的障害児・者の親の集まりで、横須賀が、障害のある人や家族が生き生き

と暮らせる街になることを願って、様々な活動をしています。 

日頃の悩み・不安等を話し合うことから、個人のニーズをみんなのニーズとして

共に考えます。様々な関係機関と連携し、障害福祉に関する施策への提言をしてい

ます。 
 

「障害のある人が ありのままに暮らせる社会の実現を目指して」 

～障害名に関わらず、また親に限らず、関心のある方ならどなたでも ご一緒に～ 

 

 

 

 

事業の名称 
啓発活動事業 

（知的障害者の認知・理解、知的障害者の家族支援、ピアカウンセリング等） 

交付決定額 60,000 円（希望寄付分： ― 円、一般寄付分：60,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

知的障害者の認知・理解のための啓発活動事業

として、昨年度に続き、地域で社会福祉に携わる

方々との交流会行事として、エアロビ（参加者 28

名）、加藤ちゃぼさんラテンパーカッションイベ

ント（参加者 57名）を開催しました。外見から

は分かりにくい知的障害者と活動することによ

り、少しでも知ってもらいたいとの思いからで

す。エアロビでは終了後にアンケートを実施し、

「一緒に活動できて、楽しかった。」との感想を頂

き、パーカッションでは、皆で打楽器演奏を楽し

むことができました。来年度も継続していきます。 

家族支援としては、知的障がいをもつ幼児保護

者、学齢保護者を対象に、２回茶話会を実施しま

した。家族が抱える共通の悩みなどを、同じ立場

として、ともに話せる場の提供ができ、活発な意見交換ができました。来年度も継

続していきます。 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（16）よこすかパートナーシップサポーターズ 

 

 

 

 

団体の名称 よこすかパートナーシップサポーターズ（YPS） 

所 在 地 横須賀市三春町 

連  絡  先 横須賀市本町３‐27 市民活動サポートセンター LC156 

ホームページ http://yps.or.jp/  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

YPSは、横須賀市立市民活動サポートセンター開設後、数年経った 2002年に、セン

タースタッフや利用団体の中で、市内の異なる分野の団体が協力し合うつながりを作

ること、それを支える団体が必要と考える仲間が集まって設立した NPO法人です。 

市民活動支援分野の NPO法人として、事務局支援、学習会・フォーラム等開催、

講師派遣、相談対応などを行っています。上記学習会の他に、2002年から継続して

いる小中学生対象体験プログラム「すかっ子セミナー」、三浦半島自然ふれあい楽

校、三浦半島まるごと博物館連絡会、市民参加のまちづくりの会、万代会館プロジ

ェクトなど、ネットワーク組織の事務局支援や、報告・研修サロン（小規模の会合）

等を企画・開催しています。 

 

 

 

 

事業の名称 NPO法人制度学習会 

交付決定額 100,000 円（希望寄付分： ― 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

NPO法人制度に関する最新情報及び基本的知識の普

及・啓発のため、三浦半島エリアの NPO法人関係者を対

象とする学習会を年間２回開催し、延べ 30 人に学習機

会を提供させていただきました。 

当日回収したアンケートからは、「ボランティアの個

人情報を扱う機会が多く、個人情報保護法改正情報が大

変参考になった」「具体例をもとに実践のコツを話して

もらえてわかりやすい」「今後どう制度活用していくか

考えながら受講できた」「会計の基本的枠組みを理解で

きた」「質疑応答を通して課税対象通達など現場の最新

動向を共有することができ、大変有意義な機会だった」

など大変ご高評を頂き、ニーズの存在と効果を実感でき

ました。「貴重な学習機会を今後もぜひ」「税務や資金調

達、組織運営についても」等の要望もあり、来年度以降

も後継講座実施を検討したいと思います。 
 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（17）横須賀ヨット協会 

 

 

 

 

団体の名称 横須賀ヨット協会 

所 在 地 横須賀市大津町３- 19- ２ 高北不動産( 株) 内 

連  絡  先 E- mail ：Mip_rt@yahoo.co.jp 

ホームページ https://miport.wixsite.com/yyac  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

横須賀ヨット協会は設立（1951年）から 67 年、横須賀のマリンスポーツを見守

って来ました。横須賀ヨット協会は横須賀市の行事（咸臨丸フェスティバル、うみ

かぜカーニバル、浦賀みなと祭り、よこすかスポーツフェスタ、観音崎フェスタ）

に参加し、市民の方々に帆走クルーザー「アスパイア号」での体験乗船を頂いてお

ります。 

また小中高校生を対象としたヨット教室の活動を長浜海岸、宮田湾周辺海域で行

っており、将来に向けたヨット選手の育成を行っています。 

ヨット協会では、「海の街横須賀」ならではの子供からお年寄りまで参加しやす

い、楽しめるスポーツにしていきたいと考えております。 

 

 

 

 

事業の名称 帆走クルーザー「アスパイア号」運航事業 

交付決定額 157,000 円（希望寄付分：57,000 円、一般寄付分：100,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

自然と一体の帆走航海 ～ リラクゼーション ～ ロマン ～ 健康 ～  

学習、横須賀にしか出来ない多彩で生き生きとした地域社会づくり〔帆走クルーザ

ー「アスパイア号」運航事業〕を行い、小学生からご高齢の方々まで 166人の乗船

をいただき年間 41 回の運航をしました。 

市外からの参加もあり横須賀らしい生き生

きした地域づくりに少々ながらも彩をそえて

いるものと思っています。 

運航に当たっては、「安全は気配り、目配り

基本動作と危険予知」をモットーに安全運航を

第一としアスパイア号の保守にも不断の努力

を傾注しています。来年度以降も継続して地域

社会づくりに取組んでまいりたいと思います。 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 

✾ ᶧ ̱   Ḹ ✾ 
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（18）よこはま言友会 

 

 

 

 

団体の名称 よこはま言友会 

所 在 地 横須賀市太田和２- 19- 21 

連  絡  先 E- mail ：t uneo.ichikawa@nifty.com  

ホームページ http://yokohama - genyukai. wix.com/index  

団体の活動内容・市民へのＰＲ 

吃音とはことばがスムーズに出ない言語障害の１つです。設立後 24 年経過し NPO

化 16 年経過しました。毎年“吃音フォーラム”を開催し“元気ファンド”のご支

援の基、吃音者とそのご家族の為、活動しています。 

 

 

 

 

事業の名称 吃音の子供、中高生の為の“吃音フォーラム” 

交付決定額 30,000 円（希望寄付分： ― 円、一般寄付分：30,000 円） 

補 助 事 業 の 効 果 

１ 開催日はあいにく台風が来て雨風の中参加者が心配されたが、吃音児を持つ家

族、吃音成人、就職を目指した学生、小学校教師が計 65名参加した。 

２ 一部の冨里先生の講義は、川崎に於いては吃音問題の講義はこの 20 年ぐらい

で初めてでした。質問等も時間内いっぱいにいただき問題の共有と今後の対策

について、具体的な対処方法について参加者同士で共有できました。 

３ 座談会では４つのグループに分かれ、 

   ① 学校の中での吃音児の対応について 

   ② 進学面接の方法と告知方法について 

   ③ 吃音を原因とした閉じこもり、引きこもりの解決方法について 

   ④ 成人吃音の会社内での解決方法 

 

議論が活発に行われ、特に吃音児の引きこもり解決方法については時間をオーバ

ーし次回の開催を熱望されました。 

 

 

✾  Ҟ  ˧ ̂ ˗     ✾ 
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＜お問合せ＞ 

横須賀市 市民部 

市民生活課 市民協働推進係（市役所本庁舎２号館２階） 

電  話：０４６－８２２－９６９９ 

ファクス：０４６－８２１－１５２２ 

E-mail：shimin-kyodo@city.yokosuka.kanagawa.jp 

  
 


